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動（よろこびとやさしさ） 

ナー仲良し（ふれあいと協調） 

ダー大好き（ふるさと愛と自立） 

住みつづけたいまち カ ナ タ 

住んでみたいまちKANADA 
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恩師 桑野先生 田中教育長 
成人を代表して 岩本英憲さんの 
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恩師を交えての交流会 
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【今月は何があるかな】 【今月は何があるかな】 

1

ふ
る
さ
と
カ
ナ
ダ
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
む
け
て
の
調
査
・
討
議
・
実
施
計
画
書
づ
く
り
 
→

 

日 曜日 時 間 場 所 催 し物・行事 問い合わせ先 直通電話 こ よ み 

22 火
 

新 1 年 生 体 験 入 学 金 田 小 学 校 22 一0061 ネコの日 
（二ャン ニャノ 二ャン） 

23 水
 

24 木
 

25 金
 

二 福 祉課窓 口 麻しん（はしか）予防接種 

申込締切 

福祉課環境衛生係 22 一6664 

26 土
 

9: 00'-13 : 00 堀川幹線道路 力ナダふれあい朝市 
空 缶 ひ ろ い 

土 曜 閉 庁 

産 業 労 働 課 

金 田 小 学 校 

総務課庶務係 

22 一6665 

22 一0061 

22 一0555 

⑩
 

日
 

二 

28 月
 

8: 30- 17 : 00 
9: 00*16 : 00 

総務課会計係 

役場2階第3会議室 

1 月分水道料金納付期限日 

納 税 相 談 

水道課業務係 

税務課賦課係 

22 一6669 

22 -0557 

1994年（平成6年）3月（弥生［やよい］MARCH) 

。
ノ
山
 水

 13 : 30-'14 : 30 

吉 田 医 院 

麻しん（はしか）予防接種 福祉課環境衛生係 22 一6664 
申込締切は 
2月25日で 

す 宇都宮 医院 3
 

木
 

5
 
12
 

19
 

26
 

土
 

9 : 00-48 : 00 堀川幹線道路 力ナダふれあい朝市 産 業 労 働 課 22 一6665 

⑩
 

日
 

、
 

、
 

、
 

町 民 会 館 町民綱引 き 大会 社 会 教 育 課 22 - 2200 

15 火 13 : 30*15 : 00 総 合 会 館 結核講習会「気になる成人病」 福祉課環境衛生係 22 - 6664 

16 水
 

小学校体育館 卒 業 式 金 田 小 学 校 22 一0061 

未定 
勤 労 者 

体育センター 

ふれあい塾オ一プン 

記念 イ べ ン ト 
学 校 教 育 課 22 一0425 

0 

U J 

1994年（平成6年）5月（皐月［さっき］MAY) 

25ー29 

水

ー

 日
 

金 田 

ふ れ あ し、 

スポーッ公園 

玉際車イステニス大会 社 会 教 育 課 22 一2200 

国際交歓会 

も開かれます 

ご期待を 

1994年（平成6年）2月（如月［きさらぎ］FEBRUARY) 

日 曜日 時 間 場 所 催 し も の ・ 行 事 問い合わせ先 直通電話 こ よ み 

1
 

火
 

広報 『カナダ』2 月号発行 企画開発課広報 22 -0556 

。
ノ
］
 水

 

3
 

木
 

14
」 

金
 

13 : 30-17 : 00 役場2階議事堂 第2 回金田町農業委員会 産 業 労 働 課 22 - 6665 

立春 

にJ 土
 

9 : 00-43 : 00 堀川幹線道路 力ナダふれあい朝市 
土 曜 閉 庁 

産 業 労 働 課 

総務課庶務係 

22 -6665 

22 一0555 

⑥
 

日
 ミ ‘総 合 会 館 少 年 の 主 張 社 会 教 育 課 22 一2200 

［

ー

 

月
 

こ 

8
 

火 13 : 30--14 】 00 金 田 小学校 

広報『カナダ』3月号原稿締切 

予防接種（6年生ジフテリア） 

企 画 開 発 課 

福祉課環境衛生係 

22 -0556 

22 - 6664 

針供養 

こと始め 

。
J
 

水
 

10 木
 

各 地 区 地 区 懇 談 会 金 田 小 学 校 22 一0061 

⑩
 

金
 

こ 建 国 記 念 日 

12 土
 

9 : 00-43 : 00 堀jrI幹線道路 力ナダふれあい朝市 
土 曜 閉 庁 

産 業 労 働 課 

総務課庶務課 

22 一6665 

22 一0555 

⑩
 

R
] 

こ 男 女 混 合 

インデイア力大会 

社 会 教 育 課 22 - 2200 

14 月
 

15 火
 

16 水
 

8 : 30-47 : 00 税務課 窓 口 所得税の確定申告（-'3/15) 税務課賦課係 22 一5557 

17 木
 

二 授 業 参 観 ・ 懇 談 会 金 田 小 学 校 22 一0061 

18 金
 

10 : 00-'ll : 00 役場2階集会室 乳 児 相 談 福祉課環境衛生係 22 一6664 

19 土
 

9 : 00-43 : 00 堀川幹線道路 力ナダふれあい朝市 
土 曜 閉 庁 

産 業 労 働 課 

総務課庶務課 

22 一6665 

22 一0555 

雨水 

⑩
 

日
 

こ 

21 月
 

二 

ー

 
ふ
る
さ
と
カ
ナ
ダ
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
む
け
て
の
調
査
・
討
議
・
実
施
計
画
書
づ
く
り
ー
 

※ ご注意ください。 網かけの日 （毎週土・日曜日と祝祭日）は、すべて役場が休みの日です。 .
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「
拡
声
機
に
よ
る
暴
騒
音
の
規
制
）
 

組
 

お》 
r
叩 

こ
の
条
例
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
」
”
 

の
静
か
な
日
常
生
活
を
守
る
た
向
 

め
、
社
会
常
識
の
範
囲
を
越
え
た
）
 

暴
力
的
な
拡
声
機
騒
音
を
規
制
す
画
 

ら？ 

に
関
す
る
条
例
」
 
の
施
行
 

画 

》
る
こ
と
を
目
的
に
制
定
さ
れ
ま
し
画
 

画
た
o
 「用熱驚一 
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ー
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★
労
働
安
全
衛
生
法
に
 

基
づ
く
各
種
免
許
試
験
 

「
労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く
各
 

種
免
許
試
験
に
つ
い
て
平
成
6
年
 

度
上
期
（
本
年
4

月
、
9
月
）
の
 

試
験
日
程
が
定
ま
り
ま
し
た
。
 

詳
し
い
こ
と
は
 

九
州
安
全
衛
生
技
術
セ
ン
タ
ー
 

冨
0
9
4
2
1
 43 

1
3
3
8
1

へ 

田
川
地
区
消
防
本
部
 

音
楽
隊
定
期
演
奏
会
 

と
 
き
 
2
月
 27 

日
 

開
 
場
 
14 

時
 30 
分
 

と
こ
ろ
 
添
田
町
オ
ー
 

学
生
の
皆
さ
ん
ヘ
ノ
 

⑥
福
岡
県
合
同
 

会
社
面
接
会
の
ご
案
内
 

日
 
時
 
2
月
 11 

日
（
祝
）
 

午
後
1
時
、
4
時
ま
で
 

場
 
所
 
福
岡
県
吉
塚
合
同
庁
舎
 

8
階
8
0
3
会
議
室
 

（
福
岡
市
博
多
区
吉
塚
 13 

番
 50 

号） 

Z
 

、
 

第
8
回
生
涯
学
習
フ
ェ
ア
 

ふ
く
お
か
 

と
 

き
 
2
月
5

日
（
土
）
 

2
月
6

日
（
日
〕
 

と
こ
ろ
 

コ
マ
ー
レ
 

（
椎
田
町
文
化
会
館
）
 

テ
ー
マ
 

自
然
と
の
共
生
 

税
務
署
が
行
う
 

納
税
相
談
を
グ
ー
 

日
 

日
 
時
 
2
月
 28 

日
（
月
）
 

午
前
9
時
ー
 

午
後
4
時
ま
で
 

場
 
所
 
金
田
町
役
場
 

(2
階
第
3
会
議
室
）
 

※
所
得
税
の
確
定
申
告
の
受
付
 

が
、
2

月
 16 

日
か
ら
始
ま
り
3
 

月
 15 

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
 

が
、
準
備
は
お
済
み
で
し
ょ
う
 

か。 

本
云
月
英
会
高
等
学
校
 

奨
学
生
募
集
グ
《
 

ー
．
出
願
期
間
及
び
対
象
者
 

⑨
高
等
学
奨
学
生
 

高
校
全
学
年
 

〔
募
集
は
4
月
・
9
月
 
年
2
回〕 

@
1
0
回
校
・
高
専
予
約
奨
学
生
 

中
学
3
年
生
 

〔
募
集
期
間
は
5
月
、
6
月
下
旬
〕
 

※
但
し
、
い
ず
れ
も
学
力
、
家
計
の
 

基
準
が
あ
り
ま
す
。
 

2
‘
奨
学
金
貸
与
月
額
（
予
定
）
 

＠
公
立
高
校
 

1

・2
年
生
 

3
年
生
 

⑥
私
立
高
校
 

1

・2
年
生
 

3
年
生
 

1

。4
リ 

・1
。／] 

。
乙
に
J
 

。
乙
4
ュ 

"1 1 0番の 

正しい利用を’' 

―緊急以外は相談電話へ― 

【県警察本部】 

,
0
0
0

円
 

,
0
0
0
円
 

,
0
0
0
円
 

,
0
0
0
円
 

3
．
返
還
方
法
 

返
還
は
貸
与
終
了
後
、
所
定
の
期
間
 

内
に
年
賦
で
返
還
。
 

4
一
申
込
先
 

在
籍
す
る
高
校
・
中
学
校
の
担
任
の
先
 

生
へ
 

5
ぞ
の
他
 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
福
岡
県
教
育
委
 

員
会
内
日
本
育
英
会
福
岡
県
支
部
又
 

は
高
校
・
中
学
校
の
担
任
の
先
生
へ
お
 

尋
ね
下
さ
い
。
 

日
本
育
英
会
福
岡
県
支
部
 

福
岡
県
博
多
区
東
公
園
7
1
7
 

県
庁
4
階
高
校
教
育
課
内
 

冨
卿
ー
叫
1
7
4
1
8

（
直
通
）
 

◇昨年、1年間に受理した110番通報は 

約55万7千件です。このうち、いた 

ずらや誤り電話が14万3千件（26%) 

緊急でない相談事や警察電話番号な 

どの問い合わせが5万8千件（10 %) 

もあり、緊急通報用電話としての110 

番に支障をきたす原因となっていま 

す。 

110番は、緊急を要する事件、事故に 

限って使用して下さい。 

また、110 番をかける時は落ち着い 

て、 

J 

αQひQひQひQひQひQひQひQひQひQひQひQひQひQひQひQひQひQひQひQひQひQひQひQひQひQひQひα 
D b 
Cl α 
gコ ~ “し ~ー＝て 八 ノ，、 ~ー、→ー つI 、 へ lA D 
CI ~ 牛岬 ~ーー~ノ 、 '' I ~ ~~I 、 l I、 」． α 
D ~ り ” J U Li 、、ノノvノ 、ー 、ー 、ノ ’ 、ーノ ー D 

★何があったか ★いつ 

★どこで ★犯人は 

α α 
D ~ー、、 ＝ー、 一 D 

g 
し」 v し I 、‘ 

α 
D 
α 
D D 

I 尾暴 纏勢 ‘犠I 
8 今日 都合 良い 昌 

等順序よくはっきりと話して下さい。 

なお、問い合わせや緊急を要しない警察 

相談は、最寄りの警察署、派出所、駐在 

所又は「警察総合相談電話」をご利用下 

、o さし 
α 

D b 

g お問い合せ役場福祉課 冨22一2654へ 昌 
CI α 
DQ ひQひQひQひQひQひQひQひ9ひQひQひQひQひQひQひQひQひQひQひQひQひQひQひQひQひQひQひ：o 

◆警察相談電話＃9110 

(' 092 一641 一9110) 
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舞窒●顧き彦 
か
な
然
の
む
か
し
ば
な
し
 

明
治
前
期
の
炭
坑
業
と
谷
茂
平
 

（
そ
の
一
）
 

明
治
に
な
つ
て
新
政
府
は
、
明
治
一
一
 

年
（
ー
ハ
六
九
）
二
月
、
鉱
山
を
藩
庁
の
 

束
ば
く
か
ら
解
放
し
て
、
民
業
と
す
る
 

だ
じ
よ
 
つ
か
ん
ふ
［
」
＜
 

方
針
を
と
り
、
大
政
官
布
告
第
一
七
七
 

号
で
「
鉱
山
開
拓
の
儀
は
、
そ
の
地
居
 

住
の
者
共
故
障
こ
れ
な
く
候
は
ば
、
そ
 

の
支
配
の
府
藩
県
へ
願
の
上
、
掘
出
苦
 

し
か
ら
ず
候
。
府
藩
県
に
於
い
て
も
旧
 

習
に
か
か
わ
ら
ず
、
速
か
に
差
し
ゆ
る
 

し
申
す
べ
く
候
 

と
布
告
し
ま
し
 

灘
「
麟
 
託
器
舞
群
難
 

一 

譲
麟
裂
認
難
 

プ
ー
・
」
「
曹
唯
も
の
で
 

各
地
で
審
懸
が
は
じ
 

総
麟
 

傍
恰
に
転
弔
て
失
敗
に
終
m
 

濡
・
趣
 

っ
た
の
は
こ
の
と
き
で
す
。
明
 

』
 
一

 

】
 麟

具
麓
糞
簾
鰐
 

『
蕪
響
う
暑
m
獅
熱
伽
漢
 

。

 

一
難
先
も
竪
無
”
兼
語
 

り
麟
、
器
が
あ
り
ま
す
。
 

“
無
・
‘
（
一
模
の
炭
坑
が
開
か
れ
ま
し
た
 

二r
ョ・ 

‘《し 

‘ 

ー

ー

 

．
ー
ー
 

‘ 

‘ 

ー

 

響
 
和
 

郡
内
各
所
に
お
い
て
も
小
規
 

た。 そ
こ
で
炭
坑
を
開
き
た
い
と
思
え
 

ば
、
村
方
一
同
の
承
諾
さ
え
得
れ
ば
、
 

あ
と
は
、
届
書
一
本
で
容
易
に
採
掘
権
 

が
生
じ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
藩
政
時
代
 

の
小
倉
藩
の
束
ば
く
か
ら
解
放
さ
れ
 

大
八
幸
護
農
・
切
‘
、
ニ
 

二
耗
博
●
●
《
＆
二
語
』
ぞ
c

」 

大ノ、車運炭 
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一
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一
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一
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一
 *
 
一
 *
 
一
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一
 *
 
一
 *
 
一
 *
 
一
 *
 

て
、
炭
坑
業
は
矢
を
つ
く
勢
で
筑
豊
の
 

」【一」t 

七 

、 

や

ま

の

 

山
野
に
拡
っ
て
い
き
ま
し
た
。
 

郷
土
で
は
金
田
村
出
身
の
谷
茂
平
 

が
、
明
治
二
年
弱
冠
十
五
歳
で
、
林
ケ
 

谷
炭
坑
の
採
掘
を
は
じ
め
、
坊
 

麟
 

治
四
年
に
は
金
田
村
四
郎
丸
の
 

警
 縄瀦一 

”
明
」
詳
鯛
請
携
 

七
当
，
し
＋
ル
、
し
一
「
「
。
し
＋
た
 

＊
 

一

 

ヤ
ヘ
ョ
コ
＼
フ
ー
 

／、 

＊
 

昇

ー

暑

ー

朴

ー

骨

ー

昇

ー

骨

ー

善

ー

朴

ー

骨

ー

朴

ー

 

つ
て
「
日
本
鉱
法
」
を
制
定
し
、
明
治
一
一
 

十
五
年
に
は
「
鉱
業
条
例
」
が
実
施
さ
 

れ
る
よ
ー
つ
に
な
り
、
自
由
採
掘
は
全
く
 

禁
止
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
一
旦
調
子
 

づ
い
た
勢
は
容
易
に
止
ま
る
も
の
で
は
 

な
く
、
表
面
で
は
僅
か
の
面
積
を
借
区
 

し
て
、
裏
面
で
は
自
由
勝
手
に
地
区
を
 

掘
り
ま
し
た
。
こ
の
時
期
は
、
山
師
が
 

か
く
せ
ん
き
ん
 

一
捜
千
金
を
夢
見
て
、
手
当
た
り
次
第
 

に
「
狸
堀
り
」
を
し
た
時
代
と
言
え
ま
 

す。 谷
茂
平
は
こ
の
時
期
各
地
で
炭
坑
を
 

開
き
、
石
炭
採
掘
に
努
力
し
ま
し
た
が
、
 

時
機
に
恵
ま
れ
ず
氏
の
身
辺
に
は
億
鬼
？
 

が
満
ち
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
 

し
か
し
こ
の
失
敗
は
後
年
の
成
功
の
 

基
と
な
り
ま
し
た
。
 

次
号
へ
つ
づ
く
 

寄
稿
 
福
田
 

昌
 

* *
 
一
 *
 
一
 *
 
一
 *
 
一
 *
 
一
 *
 
一
 *
 
一
 *
 
一
 *
 
一
 *
 
一
 *
 
一
 *
 
一
 *
 
一
 *
 
一
 *
 
一
 *
 
一
 *
 
一
 *
 
一
 *
 
一
 *
 
一
 *
 
一
 *
 
一
 

ー

骨

ー

骨

ー

昇

ー

升

ー

苦

ー

糾

ー

昇

ー

朴

ー

骨

ー

暑

ー

苦

ー

苦

ー

苦

ー

軒

ー

甚

ー

苦

ー

》

ー

苦

ー

甚

ー

升

ー

菅

ー

普

ー

苦

ー

菅

ー

外

ー

苦

ー

 

廿
金
田
公
民
館
 

俳
句
教
室
廿
 

葉
ぼ
た
ん
の
渦
よ
り
も
濃
く
再
会
 

す
ー
ー
ー
し
勲
声
級
「
 スの

連
れ
来
し
片
時
雨
 

灯
点
す
や
冬
山
母
の
待
つ
ご
と
し
 

塚
本
美
樹
弥
 

出
水
 
月
舟
 

煤
払
ひ
百
花
ひ
ら
き
て
絵
天
井
 

日
比
生
利
子
 

雲
割
っ
て
冬
野
に
金
の
陽
を
こ
ぼ
 

す
 

花
石
か
ほ
る
 

帆
を
上
げ
し
五
平
太
舟
や
時
雨
来
 

る
 

永
尾
喜
美
江
 

タ
焚
火
何
事
も
な
き
ー
と
日
か
な
 

建
部
」
百
紀
 

霜
降
る
や
癌
の
潜
み
を
さ
ぐ
り
み
 

る
 

田
村
 
君
子
 

潮
騒
を
枕
に
砂
場
冬
銀
河
 

沖
田
ト
ミ
2
 

分
れ
道
梅
の
蓄
の
息
の
中
 

末
継
 
久
香
 

眠
り
た
る
山
に
起
重
機
迫
り
け
り
 

大
久
保
和
子
 

冬
普
蔽
咲
く
と
き
小
さ
き
声
の
す
 

る
 

大
堀
マ
サ
1
 

年社
Ig
る
三
つ
の
眼
鏡
使
ひ
分
け
 

香
月
 
冨
子
 

裸
木
の
肩
怒
ら
し
て
六
地
蔵
 

原
 
美
恵
子
 

こ
ろ
こ
ろ
と
風
の
リ
ズ
ム
で
木
の
 

葉
舞
ふ
 

原
田
 
鈴
江
 

人
生
の
余
白
を
埋
め
む
日
記
買
ふ
 

坂
田
 
朝
子
 

冬
青
空
は
ろ
か
恋
ふ
眼
の
坑
夫
像
 

市
川
 
法
子
 

俳
句
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
、
 
一 

緒
に
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か
、
特
 

に
初
め
て
の
方
歓
迎
致
し
ま
す
。
 

連
絡
先
 
谷
 22 

1
0
6
3
1
 

市
川
ま
で
 

(9) 1994年（平成6年）2月1日 
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象田図 

02 月2〇日（日） 

午前8時3〇分～ 

町民バドミントン大会 

ところ 町民体育館 

国 棚嗣 

02 月8日（火）~2月2〇日（日） 

第2回 田川の子ども 

たちによる絵画展 

ところ 田川市美術館 

入場料無料 

お層回 

02 月6日（日） 

午前9時30分スタート 

大任町健康マラソン 

ところ 町民野球場 

誉風妊《風孤旺《】五風】I｛撒風班風風風躍班風班胤高風風氷摂風風撒風風斌風凪恵風恵氷嵐氷氷瓶風風氷薫撒風譲風氷斌風斌氷》武凪孤氷氷氷風風氷風風風風斌出孤斌誉 
薫 

英

薫

薫

薫

薫

薫

薫

並

 

あ 
美

美

美

受

美

｝

害

美

薫

 美 

薫 

曇玉風11<風氷風氷摂風出風氷｝I｛出風風氷米風斌斌氷斌風出嵐斌氷出氷氷米氷農氷凧風氷孤風風氷氷氷風氷氷氷氷風氷氷氷風氷氷｝I （】王［斌風氷〉fく氷斌風嵐風氷】王｛氷’Iに 

現在の金額だけで考えてはいませんか？ 

大切なのは受けとるときの値打ちです。 

I

ーーーー一ー 

ーへ、、、、 

／ここか達います 

な、 国民年金i- It::i 

~7L A\年金 ●個人年金は、おおむね将来受けとる年金額が契約 

時に決められ、物価の上昇などに連動しない仕組 

みになっていますので、年金を受けとる時期の価 

値がどの程度になるかを、常に見極めて設計して 

いく姿勢が必要です。 

I 
I 
I 
I 

●基礎年金や厚生年金など公的年金は、物価上昇や生活水準の向上など 

にあわせて年金額が見直されるので、高齢期の確実な収入として若いう 

ちから、その価値を見込むことができます。 

／ 前回の平成元年3月に行われた見直しでは将来の物価上昇率は年平均2.0％と見込んか 

上で、基礎年金の年金額は高齢者の生活水準の向上を含め、年平均3.9％引き上げていく 

ものとして計算されています。下のグラフはこの3.9％の金額の上昇を前提にして作成 

×したものです。 ノ 

．老齢基礎年金（平成5年度額737,300円）と年金額が年額1 20万円と 

約束された個人年金の50年推移 

現在3〇歳で、3〇年後（60歳）から毎月 

1〇万円を受けられる個人年金に加入する 

と― 

そのl0万円の価値は 

年金を受け始める3〇年後 

いまの31,735円の価値 

年金を受け始めて1〇年後（70歳）・・・ 

・・・いまの21,646円の価値 

ー― 

 二ー ー 一． 

ー― 

ーー 

ーーー 

基礎年金の年額 ー→ ー 
（実質価値を維持する金額） 

ー― 

年金額固定の個人年金（年金）ー＝ 

' 

ーー＝一 

覗 

、J 
4叩 

3加 

200 

L2叩，ax〕円 
1〔泊 

737, 300円 

0 

55年 

(50年後） 

45年 50年 35年 40年 15 20年 25年 30年 平成5年 10年 

(30年後） (40年後） （現在） O〔）年後） (20年後） 

1994 年（平成6年）2月1日（10) 

2月の主な行事 
【全国版】’ 

1日（火） 

テレビ放送記念日 

覚せい剤・麻薬事犯取締り強化月間 

省ェネルギー月間 

贈与税の申告と納税(-'3/15) 

成人病予防週間（'-7) 

出稼ぎ労働者福祉推進旬間 

3日（木） 

節 分 

豆まき 

7日（月） 

北方領土の日 

8日（火） 

針供養 

こと始め 

11日（金） 

建国記念日 

文化勲章制定記念日 

14日（月） 

聖バレンタインデー 

16日（水） 

所得税の確定中告(-'3/15) 

19日（土） 

万国郵便連合加盟記念H 

鼠馳町 

02 月6日（日） 

午前9時～ 

町民綱引き大会 

ところ 町民会館 

⑥2月27日（日） 

午前9時～ 

町民バドミントン大会 

ところ 勤労者体育館 

目国図 

02月6日・13日・2〇日・27日 

ふれあい朝市 

ところ 役場前広場 

02 月6日（日） 

午前9時～ 

公民館対抗綱引き大会 

ところ 香春勤労者 

体育センター 

？
わ
け
叡

6r
/
 

せ
？
た
い
力
ゼ
を
 

引
か
せ
り
い
ょ
う
に
 

し
な
け
ネ
は
 
、
 

ー

；

・

，

言

 
弥
侮
税
の
確
定
皇
ロ
 

は
3
月
 15
 

日えてに 

卿圏町 

02 月25日（金） 

午前1〇時3〇分～午後3時 

シルバーノ＼ルス教室 

かr
に
メ
愛
 

韻
」
繁
ノ
 

何
か
に
吸
着
 

さ
せ
J
鳴

×

 
「運動と健康づくり」 

「ニコニコペースの 

運動実践」 

師 本山 貢氏 

（福岡大学） 

ところ 川崎町総合 

福祉センター 

02 月27日（日） 

午前1〇時スタート 

第5回川崎町民駅伝大会 

小中学生オープンの部1〇区間 

ー般オープンの部6区間 

ところ 役場前 

02 月2〇日（日） 

午前1〇時～ 

添田町働く婦人の家まつり 

講演会 

演

技

 

講

実

 

講
 

講 師 おすぎ 

ところ オークホール 

入場料無料 

03 月6日（日） 

午後3時～ 

そえだミユージックフエア皿 

ところ オークホール 

入場料 1，〇〇〇円 

(11) 1994 年（平成6年）2月1日 



寒風の中ハトも初泳ぎですか？ 
（彦山川にて） 

1/7 

1/8 

12/26 

第二分団、初期消火に努めます 
（新しい消防車、入魂式） 

力ナダふれあい朝市・初市 

（今年も金田ブランドの野菜をどうぞ） 

青年海外協力隊 永末九州男さん 

任務終え帰国のあいさつ 
1/7 金田町福祉計画 

（ゴールドプラン）答申 

綴
集
後
記
 

梅
 
見
 

ウメ 

梅
見
は
俳
句
の
季
語
で
は
冬
で
し
 

ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
春
で
し
ょ
う
 

か
。
歳
時
記
を
見
る
と
、
梅
見
は
春
 

で
す
。
と
こ
ろ
が
、
冬
の
部
に
も
梅
 

が
あ
り
ま
し
た
。
深
梅
、
深
梅
行
、
 

尋
梅
な
ど
と
あ
り
ま
す
。
 

深
梅
と
は
、
山
を
歩
い
て
早
咲
き
 

の
梅
を
い
ち
早
く
見
つ
け
る
こ
と
 

で
、
用
意
さ
れ
た
梅
を
見
る
梅
見
や
 

観
梅
と
は
違
う
の
で
す
。
何
と
も
風
 

流
な
話
で
す
ね
。
 

と
こ
ろ
で
、
梅
を
見
る
の
は
梅
見
、
 

単
に
花
見
と
い
う
と
桜
を
見
る
こ
と
 

で
す
。
で
も
昔
、
花
と
い
え
ば
梅
の
 

こ
と
だ
っ
た
時
代
が
あ
る
よ
う
で
 

す。 い
ま
は
観
梅
、
花
見
と
も
人
気
が
 

あ
り
ま
す
が
、
グ
ル
ー
プ
や
団
体
な
 

ど
の
企
画
旅
行
に
は
、
桜
の
花
は
見
 

ご
ろ
が
短
い
の
で
、
梅
見
が
も
て
は
 

や
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

最
近
、
狭
い
家
に
も
自
然
を
取
り
 

入
れ
よ
う
と
い
う
の
で
、
若
い
人
が
 

盆
栽
に
興
味
を
も
ち
は
じ
め
、
盆
梅
 

の
フ
ァ
ン
も
増
え
て
い
る
と
か
。
ま
 

た
、
元
気
な
お
年
寄
り
が
多
く
な
り
、
 

梅
林
で
吟
行
す
る
姿
を
よ
く
見
か
け
 

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

い
つ
ま
で
も
元
気
で
、
趣
味
な
ど
 

を
楽
し
む
に
は
健
康
が
第
一
。
二
月
 

一
日
5
七
日
は
「
成
人
病
予
防
週
間
」
 

で
す
。
定
期
的
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
 

す
る
習
慣
を
つ
け
、
常
に
自
分
の
健
 

康
状
態
を
把
握
し
て
お
き
た
い
も
の
 

で
す
。
 

1994年（平成6年）2月1日（12) 


